


 【ＩＣＴ】

　ＩＣＴは、情報通信技術（Information

and Communication Technology)の略で、コン

ピューターや情報通信ネットワーク（インター

ネット等）の情報コミュニケーション技術を表

します。

【あいらっ子見守り隊】

　地域住民が、子どもたちの登下校時間に合わ

せ、交通指導やあいさつ運動などを行うボラン

ティアのことです。

【青色パトロール隊】

　「道路運送車両の保安規準」において、自主

防犯活動用自動車が定義され、自動車への青色

回転灯の装備が認められた、自主的な防犯パト

ロール団体のことです。

【安全マップ】

　小・中学校区や通学路等において、特に危険

な場所（事故あり・不審者等）や注意する場所

を示した地図です。

【移行支援シート】

　就学等に当たって、子どもの情報を焦点化し

て、就学前の支援機関から就学後の支援機関へ

引き継ぎ、早期に受入等の準備を進めるために

活用するものです。

【一校一運動】

　学校において、仲間や自然と関わる体力つく

りを通して「たくましい体と強い心」を育成す

るために、自然環境や特色を生かした運動に全

校的に取り組むことです。

【一家庭一運動】

　家庭において、「健康の保持増進」「体力の

向上」「明るい交流」を目的として、実態に応

じて家族ぐるみで取り組む運動のことです。運

動の生活化や習慣化を図ります。

【ＡＥＡ】

　ＡＥＡとは、Assistant teacher of English 

Activityの略で、「姶良市英語活動協力員」を

表します。

　本市では、英語の専門性が高い８名のＡＥＡ

を委嘱し、市内全ての小学校の外国語活動の授

業において、その専門性を生かして、英語の音

声指導など担任の先生方の指導の補助を行って

います。

【ＡＬＴ】

　ＡＬＴとは、Assistant　Language Teacher

の略で、「外国語指導助手」を表します。

【ＬＤ・ＡＤＨＤ】

　ＬＤとは、学習障害のことで、基本的には全

般的な知的発達に遅れはないが、聞く、話す、

読む、書く、計算する又は推論する能力のうち

特定のものの習得と

使用に著しい困難を示す様々な状態を指すもの

です。

　ＡＤＨＤとは、注意欠陥多動性障害のこと

で、年齢あるいは発達に不釣り合いな注意力、

又は衝動性、多動性を特徴とする行動の障害

で、社会的な活動や学業

の機能に支障をきたすものです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【ガイド学習】

　間接指導の効率化を高めるために考えられた

小集団学習の一つの形態で、学級から選ばれた

ガイドが、教師の指導の基に立てた学習進行計

画によって学習の進行役となって共同で学習す

る学習方法です。

【鹿児島をまるごと味わう学校給食週間】

　学校給食に新鮮で安心・安全な県内産の食材

を活用し、児童生徒に地域の特産物や郷土料

理、産業への関心をもたせ、自らの健康管理や

感謝の心をはぐくむ健康教育を推進するととも

に、学校・家庭・地域の連携を深め、学校給食

の充実を図ることを目的に、県域にわたって実

施しています。

　学校給食記念日の１月24日を含む１週間の中

で学校・調理場の実情に応じ実施しています。

【学校安全ボランティア】

　子どもを守るために、通学時の保護・誘導や

校区内外のパトロールをするなどの実践的なボ

ランティアを行っている団体のことです。
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【学校関係者評価】

　保護者、地域住民等の学校関係者により構成

された評価委員会が、学校の自己評価の結果を

評価することを基本として行う評価のことで

す。評価という協働作業を通じて学校と保護

者、地域住民などが、お互いの理解を深めるこ

とが重要な目標です。

【学校支援事業】

　学校・家庭・地域が一体となって地域ぐるみ

で子どもを育てる体制を整えることを目的に、

国が全国的に進めている事業です。

【学校評価】

　学校の教育活動等の成果を検証し、学校運営

の改善と発展を目指すとともに、学校が説明責

任を果たし、家庭や地域との連携協力を進めて

いくために行うものです。

　平成19年6月の学校教育法の一部改正によ

り、学校評価の実施等に係る総合的な根拠規定

が初めて法律に盛り込まれ、同年10月の学校教

育法施行規則の一部改正により、自己評価・学

校関係者評価の実施・公表、評価結果の設置者

への報告に関する規定が設けられました。

【家庭の日】

　県が昭和40年5月から毎月第3日曜日を「家庭

の日」と定めました。青少年の人格形成には、

家庭での生活習慣や社会のルールを身につけさ

せることが大切なことから、すべての家庭が円

満で明るい家庭をつくるように、広く県民の自

覚と意識の高揚を図ることを目的にしていま

す。

【体つくり運動】

　学習指導要領に示されている運動領域名称の

一つで、「体ほぐしの運動」と「体力を高める

運動」によって構成されています。心と体を一

体としてとらえる学習指導要領の観点から、

「体ほぐし」に関わる内容が加えられたことに

よって「体つくり運動」と名称が改められまし

た。体つくり運動は、小学校・中学校・高等学

校を通して必修として取り扱われており、体

育・スポーツの基礎・基盤となる領域です。

【カリキュラムマネジメント】

　学校の教育目標実現に向けて、子どもや地域

の実態を踏まえ、教育課程（カリキュラム）を

編成・実施・評価し、改善を図る一連のサイク

ルを計画的・組織的に推進していくことであ

り、また、そのための条件整備のことです。そ

れは、学校経営の営みにおいて中核をなすもの

です。

【基礎的・汎用的能力】

　分野や職種にかかわらず、社会的・職業的に

自立するために必要な基盤となる４つの能力の

ことです。

１　人間関係形成・社会形成能力

　多様な他者の考えや立場を理解し、相手の

意見を聞いて自分の考えを正確に伝えること

ができるとともに、自分の置かれている状況

を受け止め、役割を果たしつつ他者

と協力・協働して社会に参画し、今後の社会

を積極的に形成することができる力。

２　自己理解・自己管理能力

　自分が「できること」「意義を感じるこ

と」「したいこと」について、社会との相互

関係を保ちつつ、今後の自分自身の可能性を

含めた肯定的な理解に基づき主体的に行動す

ると同時に、自らの思考や感情を律し、か

つ、今後の成長のために進んで学ぼうとする

力。

３　課題対応能力

　仕事をする上での様々な課題を発見・分析

し、適切な計画を立ててその課題を処理し、

解決することができる力。

４　キャリアプランニング能力

　「働くこと」の意義を理解し、自らが果た

すべき様々な立場や役割との関連を踏まえて

「働くこと」を位置づけ、多様な生き方に関

する様々な情報を適切に取捨選択・活用しな

がら、自ら主体的に判断してキャリアを形成

していく力。

【キャリア教育】

　一人一人の社会的・職業的自立に向け、必要

な基盤となる能力や態度を育成するための教育

のことです。

　望ましい職業観や勤労観、職業に関する知識

や技能を身に付けさせるとともに、自己の個性

を理解し、主体的に進路を選択する能力・態度

を育てることです。　
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【学校関係者評価】

　保護者、地域住民等の学校関係者により構成

された評価委員会が、学校の自己評価の結果を

評価することを基本として行う評価のことで

す。評価という協働作業を通じて学校と保護

者、地域住民などが、お互いの理解を深めるこ

とが重要な目標です。

【学校支援事業】

　学校・家庭・地域が一体となって地域ぐるみ

で子どもを育てる体制を整えることを目的に、

国が全国的に進めている事業です。

【学校評価】

　学校の教育活動等の成果を検証し、学校運営

の改善と発展を目指すとともに、学校が説明責

任を果たし、家庭や地域との連携協力を進めて

いくために行うものです。

　平成19年6月の学校教育法の一部改正によ

り、学校評価の実施等に係る総合的な根拠規定

が初めて法律に盛り込まれ、同年10月の学校教

育法施行規則の一部改正により、自己評価・学

校関係者評価の実施・公表、評価結果の設置者

への報告に関する規定が設けられました。

【家庭の日】

　県が昭和40年5月から毎月第3日曜日を「家庭

の日」と定めました。青少年の人格形成には、

家庭での生活習慣や社会のルールを身につけさ

せることが大切なことから、すべての家庭が円

満で明るい家庭をつくるように、広く県民の自

覚と意識の高揚を図ることを目的にしていま

す。

【体つくり運動】

　学習指導要領に示されている運動領域名称の

一つで、「体ほぐしの運動」と「体力を高める

運動」によって構成されています。心と体を一

体としてとらえる学習指導要領の観点から、

「体ほぐし」に関わる内容が加えられたことに

よって「体つくり運動」と名称が改められまし

た。体つくり運動は、小学校・中学校・高等学

校を通して必修として取り扱われており、体

育・スポーツの基礎・基盤となる領域です。

【カリキュラムマネジメント】

　学校の教育目標実現に向けて、子どもや地域

の実態を踏まえ、教育課程（カリキュラム）を

編成・実施・評価し、改善を図る一連のサイク

ルを計画的・組織的に推進していくことであ

り、また、そのための条件整備のことです。そ

れは、学校経営の営みにおいて中核をなすもの

です。

【基礎的・汎用的能力】

　分野や職種にかかわらず、社会的・職業的に

自立するために必要な基盤となる４つの能力の

ことです。

１　人間関係形成・社会形成能力

　多様な他者の考えや立場を理解し、相手の

意見を聞いて自分の考えを正確に伝えること

ができるとともに、自分の置かれている状況

を受け止め、役割を果たしつつ他者

と協力・協働して社会に参画し、今後の社会

を積極的に形成することができる力。

２　自己理解・自己管理能力

　自分が「できること」「意義を感じるこ

と」「したいこと」について、社会との相互

関係を保ちつつ、今後の自分自身の可能性を

含めた肯定的な理解に基づき主体的に行動す

ると同時に、自らの思考や感情を律し、か

つ、今後の成長のために進んで学ぼうとする

力。

３　課題対応能力

　仕事をする上での様々な課題を発見・分析

し、適切な計画を立ててその課題を処理し、

解決することができる力。

４　キャリアプランニング能力

　「働くこと」の意義を理解し、自らが果た

すべき様々な立場や役割との関連を踏まえて

「働くこと」を位置づけ、多様な生き方に関

する様々な情報を適切に取捨選択・活用しな

がら、自ら主体的に判断してキャリアを形成

していく力。

【キャリア教育】

　一人一人の社会的・職業的自立に向け、必要

な基盤となる能力や態度を育成するための教育

のことです。

　望ましい職業観や勤労観、職業に関する知識

や技能を身に付けさせるとともに、自己の個性

を理解し、主体的に進路を選択する能力・態度

を育てることです。　

【教育の情報化】

 子どもたちの情報活用能力の育成を図る「情

報教育」、各教科等の目標を達成するための効

果的なＩＣＴ機器の活用を図る「教科指導にお

けるＩＣＴ活用」、教員の事務負担の軽減と子

どもと向き合う時間の確保を図る「校務の情報

化」の３つから構成され、これらを通して教育

の質の向上を目指すものです。

【教職員人事評価】

　職員の意欲と資質・能力の向上を図るととも

に、職員の職務遂行上の意欲、能力、実績等を

公正に評価し、適切に処遇を行うことにより、

学校組織の活性化に資することを目的として実

施します。具体的には、職員の実績等につい

て、当該職員の自己申告等を踏まえて行う業績

等評価を行います。

【郷土教育資料「ふるさとの心」】

　県教育委員会が、鹿児島のよさを生かした

「心の教育」を推進し、郷土を愛する心豊かな

子どもたちを育てることを目指して作成した資

料集です。主として小学校高学年段階における

道徳の時間の指導の参考として各学校で活用し

ています。

【県「基礎・基本」定着度調査】

　鹿児島県が県内全ての小学校５年生、中学校

１・２年生を対象に毎年１月に実施しているも

のです。

　この調査のねらいは、学習指導要領において

身に付けることが求められている基礎的・基本

的な内容及びそれらを活用する力について、全

県的な調査を行い、客観的なデータに基づき定

着度の状況を把握することにより、各学校等で

の指導法改善の取組を支援し、児童生徒の基礎

学力の向上を図るものです。

【声かけおじさん・おばさん】

　地域住民が、子どもたちの登下校時間に合わ

せ、交通指導やあいさつ運動などを行うボラン

ティアのことです。主に加治木地

区で行われています。

【コーピングスキル】

　コーピングスキルとはストレスへの対処技能

のことをいいます。この中には、ストレスを発

散していくものと、ストレスのもととなってい

る問題を解決していくものがあります。

【子ども読書活動推進計画】

　子どもが生涯にわたる読書習慣を身に付ける

ために、乳幼児期から読書に親しみ、発達段階

に応じて読書の楽しさを知ることができるよ

う、社会全体をあげて読書環境の整備を図ろう

とするものです。

本市では国・県に準じて、平成23年度に策定さ

れています。

【個別の教育支援計画】

　障がいのある幼児児童生徒一人一人のニ―ズ

を把握し、乳幼児期から学校卒業までの長期的

な視点に立って、一貫して的確な支援を行うこ

とを目的として作成されるものです。

【個別の指導計画】

　障がいのある児童生徒の実態に応じ、的確な

指導･支援が実現できるよう、学校における教

育課程等をふまえ、個々に応じた目標、指導･

支援内容、評価の観点等を含んだ計画です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【山村留学生制度】

　漆小学校に入学又は転入学を希望する児童に

対し、校区内の受入保護者の協力を得て受入を

実施し、豊かな自然の中で相互に教育効果の向

上を図ると共に教育振興の充実を期すことを目

的とする制度です。

【自閉症・情緒障害】

　自閉症とは、他人との社会的関係の形成の困

難さ、言葉の発達の遅れ、興味や関心が狭く特

定のものにこだわることを特徴とする行動の障

がいです。

　情緒障害とは、情緒の現れ方が偏っていた

り、その現れ方が激しかったりする状態を、自

分の意思ではコントロールできないことが継続

し、学校生活や社会生活に支障のある状態で

す。

　

【ジュニア・リーダークラブ】

　子ども会を中心に地域活動を行う中・高校生

が集まった団体で、主に市町村単位で設立され

ています。
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【情報モラル】

　情報社会で適正に活動するための基となる考

え方や態度のことです。その範囲は、「他者へ

の影響を考え、人権、知的財産権など自他の権

利を尊重し情報社会での行動に責任をもつこ

と」、「危険回避など情報を正しく安全に利用

できること」など多岐にわたっています。

【情報リテラシー】

　情報（information）と識字(literacy)を合

わせた言葉で、情報を自己の目的に適合するよ

うに使用できる能力のことです。「情報活用能

力」や「情報活用力」、「情報を使いこなす

力」とも表現します。

【食育基本法】

　食育の基本理念と方向性を明らかにするとと

もに、食育に関する施策を総合的かつ計画的に

推進するために、定められた国の法律のことで

す。

【食育推進基本計画】

　食育基本法に基づいて、食育の推進に関する

施策の総合的かつ計画的な推進を図るために必

要な基本的事項を定めた国の計画のことです。

【初任校研修】

　新任教員及び任用２・３年目の教員に対し

て、教育公務員特例法第21条及び第23条の規定

に基づき、現職研修の一環として、新規採用後

３年間の研修を実施し、教員としての使命感と

実践的指導力を養い、幅広い知見を得させると

ともに、地域の一員としての自覚を確立するこ

とを目的とします。

【スクールカウンセラー】

　不登校を始めとする児童生徒の問題行動の未

然防止、早期発見・早期対応等のために、児童

生徒の悩みや不安を受け止めて相談に当たり、

関係機関と連携して必要な支援をするための

「心の専門家」です。

【スクールガードリーダー】

　地域学校安全指導員のことで、通学路の巡回

活動、不審者対応について、学校へのアドバイ

スや各地域で子どもを守る「学校安全ボランテ

ィア」の指導等を行っている警察ＯＢや教員Ｏ

Ｂ等の防犯専門家の方々です。

【スクールソーシャルワーカー】

　スクールソーシャルワーカーとは、社会福祉

の専門的な知識、技術を活用し、問題を抱え児

童生徒を取り巻く環境に働きかけ、家庭、学

校、地域の関係機関をつなぎ、児童生徒の悩み

や抱えている問題の解決に向けて支援する専門

家です。

【スクールゾーン】

　歩行者と車の通行に分けて、通学・通園時の

幼児児童の安全を図ることを目的に、小学校や

幼稚園などのおおむね500ｍの範囲内に設定さ

れているもので、その場所は車両の乗り入れが

禁止になっています。

【スポーツ推進委員】　

　スポーツ基本法の施行に伴い、これまでの

「体育指導委員」の名称が「スポーツ推進」に

変更になったものです。スポーツに関する深い

関心と理解をもち、規定されてある職務を行う

のに必要な熱意と能力のある方を教育委員会が

委嘱しています。

【スポーツ推進審議会】

　スポーツに関する施策を総合的に推進するた

めに、スポーツに関する審議会を設置し、スポ

ーツの推進に関する基本計画を策定するもので

す。

【３Ｒ】

　環境と経済が両立した循環型社会を形成して

いくためのキーワードで、廃棄物の発生抑制

（Ｒeduce・リデュース）、再使用（Ｒeuse・

リユース）、再資源化（Ｒecycle・リサイク

ル）のことです。

【青少年育成の日】

　県が昭和57年５月から毎月第３土曜日を「青

少年育成の日」と定めました。この日は、家

庭・学校・地域社会の三者が一体となって、青

少年の育成活動及び非行防止活動を盛り上げ、

青少年関係施策の実行を期するための契機とな

るように定めているものです。
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【情報モラル】

　情報社会で適正に活動するための基となる考

え方や態度のことです。その範囲は、「他者へ

の影響を考え、人権、知的財産権など自他の権

利を尊重し情報社会での行動に責任をもつこ

と」、「危険回避など情報を正しく安全に利用

できること」など多岐にわたっています。

【情報リテラシー】

　情報（information）と識字(literacy)を合

わせた言葉で、情報を自己の目的に適合するよ

うに使用できる能力のことです。「情報活用能

力」や「情報活用力」、「情報を使いこなす

力」とも表現します。

【食育基本法】

　食育の基本理念と方向性を明らかにするとと

もに、食育に関する施策を総合的かつ計画的に

推進するために、定められた国の法律のことで

す。

【食育推進基本計画】

　食育基本法に基づいて、食育の推進に関する

施策の総合的かつ計画的な推進を図るために必

要な基本的事項を定めた国の計画のことです。

【初任校研修】

　新任教員及び任用２・３年目の教員に対し

て、教育公務員特例法第21条及び第23条の規定

に基づき、現職研修の一環として、新規採用後

３年間の研修を実施し、教員としての使命感と

実践的指導力を養い、幅広い知見を得させると

ともに、地域の一員としての自覚を確立するこ

とを目的とします。

【スクールカウンセラー】

　不登校を始めとする児童生徒の問題行動の未

然防止、早期発見・早期対応等のために、児童

生徒の悩みや不安を受け止めて相談に当たり、

関係機関と連携して必要な支援をするための

「心の専門家」です。

【スクールガードリーダー】

　地域学校安全指導員のことで、通学路の巡回

活動、不審者対応について、学校へのアドバイ

スや各地域で子どもを守る「学校安全ボランテ

ィア」の指導等を行っている警察ＯＢや教員Ｏ

Ｂ等の防犯専門家の方々です。

【スクールソーシャルワーカー】

　スクールソーシャルワーカーとは、社会福祉

の専門的な知識、技術を活用し、問題を抱え児

童生徒を取り巻く環境に働きかけ、家庭、学

校、地域の関係機関をつなぎ、児童生徒の悩み

や抱えている問題の解決に向けて支援する専門

家です。

【スクールゾーン】

　歩行者と車の通行に分けて、通学・通園時の

幼児児童の安全を図ることを目的に、小学校や

幼稚園などのおおむね500ｍの範囲内に設定さ

れているもので、その場所は車両の乗り入れが

禁止になっています。

【スポーツ推進委員】　

　スポーツ基本法の施行に伴い、これまでの

「体育指導委員」の名称が「スポーツ推進」に

変更になったものです。スポーツに関する深い

関心と理解をもち、規定されてある職務を行う

のに必要な熱意と能力のある方を教育委員会が

委嘱しています。

【スポーツ推進審議会】

　スポーツに関する施策を総合的に推進するた

めに、スポーツに関する審議会を設置し、スポ

ーツの推進に関する基本計画を策定するもので

す。

【３Ｒ】

　環境と経済が両立した循環型社会を形成して

いくためのキーワードで、廃棄物の発生抑制

（Ｒeduce・リデュース）、再使用（Ｒeuse・

リユース）、再資源化（Ｒecycle・リサイク

ル）のことです。

【青少年育成の日】

　県が昭和57年５月から毎月第３土曜日を「青

少年育成の日」と定めました。この日は、家

庭・学校・地域社会の三者が一体となって、青

少年の育成活動及び非行防止活動を盛り上げ、

青少年関係施策の実行を期するための契機とな

るように定めているものです。

【全国学力・学習状況調査】

　文部科学省が全国の中から抽出された小・中

学校を対象に毎年４月に全国的な学力調査とし

て実施しているものです。調査対象学年は小学

校６年生及び中学校３年生で、国は調査の目的

として以下の３つを示しています。

１　義務教育の機会均等とその水準の維持向上

の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状

況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検

証し、その改善を図る。

２　様々な取組を通じて、教育に関する継続的

な検証改善サイクルを確立する。

３　学校における児童生徒への教育指導の充実

や学習状況の改善等に役立てる。

【総合型地域スポーツクラブ】

　人々が、身近な地域でスポ－ツに親しむこと

のできる新しいタイプのスポーツクラブで、①

子どもから高齢者まで（多世代）、②様々なス

ポーツを愛好する人々が（多種目）、③初心者

からトップレベルまで、それぞれの志向・レベ

ルに合わせて参加できる（多志向）、という特

徴を持ち、地域住民の手によって自主的・主体

的に運営されるスポーツクラブのことです。

【ソーシャルスキルトレーニング】

　仲間関係を円滑に進め、維持していくための

社会的技能をトレーニングにより育てる方法で

す。「相手を理解する」「自分の思いや考えを

適切に伝える」「人間関係を円滑にする」「問

題を解決する」「集団行動に参加する」などが

トレーニングの目標となります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【地域塾】

　郷土に誇りをもつ心身ともにたくましい子ど

もの育成をめざして、異年齢による青少年組織

を構成し、学習活動、体験活動、精神鍛錬等を

行う団体です。

【チャレンジかごしま】

　小学校において、グループや学級単位で、仲

間と楽しく集団で協力しながら運動に取り組む

ことにより、外遊びや運動をする機会を奨励す

るとともに、「一校一運動」の取組成果の発表

の機会とするものであり、県教育委員会が主催

し、その結果が県のホームページに掲載されま

す。チャレンジ種目は、10人でチャレンジ(10

人長縄跳び)、一輪車でGO(一輪車競争)等６種

目あります。

【通級指導教室】

　小･中学校の通常の学級に在籍している言語

障害、情緒障害、弱視、難聴等の障がいがある

児童生徒のうち、比較的軽度の障がいがある児

童生徒に対して、各教科

等の指導は主として通常の学級で行いつつ、

個々の障がいの状態に応じた指導を特別の指導

の場で行う教育形態です。

【適応指導教室】

　心理的、環境的その他の要因によって在籍す

る小・中学校に登校したくてもできない状態に

ある児童生徒の自我の確立並びに集団への適応

力を高め、在籍する学校への復帰を促すために

相談及び指導を行う施設です。

【道徳教育推進教師】

　道徳教育推進教師とは、校長が明確にした道

徳教育の方針の下、全教師が協力して道徳教育

を展開するため、道徳教育の推進を主に担当す

る教師のことです。道徳教育の指導計画の作

成、全教育活動における道徳教育の推進、道徳

の時間の充実に向けた取組などの役割を担いま

す。

【特認校制度】

　姶良市内に住所を有する者で、豊富な自然環

境に恵まれた小規模校の特性を生かした学習を

希望する児童に対して、特別に入学及び転入学

を認可する制度です。本市では、竜門小、永原

小、北山小、漆小の４校です。

【特別支援学級】

　知的障害や肢体不自由者、身体虚弱者、弱視

者、難聴者、その他障がいのある者で、教育上

特別な支援を必要とする児童生徒のために、小

中学校に置かれた学級のことです。

【特別支援教育コーディネーター】

　各学校において、特別支援教育の推進のため

に、主に校内委員会や校内研修等の企画・運営

及び関係機関や学校間との連絡・調整、保護者

からの相談窓口などの役割を担っています。

た
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【特別支援教育支援員】

　発達障害のある児童生徒への学習支援や、学

習活動、教室間移動、基本的生活習慣確立のた

めの日常生活上の介助等、当該児童生徒の支援

に当たる者のことです。

【特別支援連携協議会】

　各地域又は市町村において、障がいのある幼

児及び児童生徒の指導･支援にかかわる教育、

福祉、医療、労働などの関係部局の連携協力を

円滑にするためのネットワークです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【ニュースポーツ】

日本において20世紀後半以降に新しく考案・紹

介されたスポーツを言います。1979年に最初に

用いられた和製英語で、その数は数百種類に及

びます。軽スポーツ、やわらかいスポーツ、レ

クリエーションスポーツとも呼ばれます。「生

涯スポーツ」への関心が高まるなか、幅広い年

齢層のスポーツライフを豊かにする担い手とし

て、ますます注目されています。

【ノーマライゼーション】

　障がいのある者もない者も同じように社会の

一員として社会活動に参加し、自立して生活す

ることのできる社会を目指すという理念です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【ピアサポート】

　「ピア」とは児童生徒「同士」ということを

意味し、児童生徒の社会的スキルを段階的に育

て、児童生徒同士が互いに支えあう関係を作る

ためのプログラムです。

【ＰＤＣＡサイクル】

　Plan／Do／Check／Actionの頭文字を揃えた

もので、計画（Plan）→実行（Do）→検証

（Check）→改善（Action）の流れを次の計画

に活かしていくプロセスのことを言います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【モラリティ・インプルーブメント推進事業】

　本事業は、市総合計画に示された「道徳のま

ちづくりプラン」の具体化を図るもので、「確

かな自立と公共に貢献する子どもの育成」を目

指し、学校における道徳教育の充実・推進、学

校・家庭・地域の三者連携による道徳教育の推

進に取り組む内容です。

※　「モラリティ」は道徳性、「インプルーブ

メント」は向上を意味します。

【モラリティ・インプルーブメントミーティン

グ】

　「モラリティ・インプルーブメント推進事

業」の中の一つの取組です。学校と家庭・地域

が、共に子どもの道徳性をはぐくむための協議

会を設立し、学校からみた道徳性と家庭・地域

からみた道徳性を協議し、道徳教育における姶

良市の目指す子ども像などを提言の作成、ポス

ター製作など啓発活動に取り組みます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【幼稚園教育要領】

　幼稚園教育要領とは、文部科学省が告示する

幼稚園における教育課程の基準のことです。そ

の中には、幼稚園教育の目標や内容領域（健

康・人間関係・環境・言葉・表現）、指導計画

作成上の留意事項が記されています。
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加治木養護学校
文

文

文
文

文

文
文

文

文

文

文

文

文

幼

 

文

文

文

文幼 

幼 

幼 

幼 

幼 

大山小（休校）

新留小（休校）

西浦小

漆小 北山小

山田小

三船小

西姶良小

重冨小

帖佐小

永原小

竜門小

姶良小

蒲生高校

山田中

加治木中

重冨中

帖佐幼 園帖佐中

加治木総合支所

錦江小錦江幼稚園

加治木幼稚園

柁城小

加治木小

加治木高校 
加治木工業高校 

龍桜高校

文

幼
文 文

文

文

文

幼 

姶良市役所

建昌幼稚園

建昌小
文幼 

蒲生総合支所

蒲生小

蒲生中

大楠ちびっ子園

文

文

幼 

文
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校　名 生徒数 学級数
(特別支援再掲) 職員数 所　　在　　地 電話番号

加治木中学校 683 20
(2) 44 899-5231

姶良市加治木町反土2162 0995-63-1111

帖佐中学校 712 19
(2) 43 899-5431

姶良市西餅田1586 0995-65-2021

重富中学校 698 21
(2) 43 899-5652

姶良市平松7092 0995-65-2109

山田中学校 34 3 11 899-5543
姶良市下名977 0995-66-2504

蒲生中学校 172 7
(1) 18 899-5303

姶良市蒲生町北10 0995-52-0100

合  計 2,299 70
(6) 159

園　名 園児数 学級数 職員数 所　　在　　地 電話番号

加治木幼稚園 55 2 6 899-5214
姶良市加治木町仮屋町251 0995-62-2502

錦江幼稚園 51 2 6 899-5241 0995-63-2038

４　幼稚園一覧（平成23年５月１日現在）

３　中学校一覧（平成23年５月１日現在）

錦江幼稚園 51 2 6 899-5241
姶良市加治木町木田171‐1 0995-63-2038

建昌幼稚園 109 4 5 899-5421
姶良市東餅田2648-2 0995-65-2140

帖佐幼稚園 73 3 6 899-5411
姶良市鍋倉634‐1 0995-66-1394

大楠ちびっ子園 86 6 6 899-5302
姶良市蒲生町上久徳1194‐18 0995-52-1251

合  計 374 17 29
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年度
H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

児童数
(小学校）

4,449 4,426 4,383 4,402 4,343 4,207 4,152 4,106 4,038 4,085

５　児童生徒数の推移（平成23年5月現在）

（単位：人）

生徒数
（中学校）

2,402 2,430 2,299 2,263 2,235 2,275 2,285 2,211 2,211 2,135

児童生徒数
合　計

6,851 6,856 6,682 6,665 6,578 6,482 6,437 6,317 6,249 6,220

※平成20～21年度は、旧加治木町・姶良町・蒲生町、平成22～23年度は姶良市の児童生徒数の実態
※平成24～29年度は 平成23年５月段階で積算した児童生徒数の見込み数※平成24～29年度は、平成23年５月段階で積算した児童生徒数の見込み数
※平成27年度に建昌小の分離新設校を開校予定

(人）

0 0 
H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

児童数
（小学校）

生徒数
（中学校）

児童生徒数
合計

8,000

7,000

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000
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分類 番号 講　座　名 曜日 時間 回数 会　　場 定員

分類 番号 講　座　名 曜日 時間 回数 会　　場 定員

分類 番号 講　座　名 曜日 時間 回数 会　　場 定員

9:30～11:30

9:30～11:30

13:30～15:30

5/20～7/22（金）

●姶良公民館講座

9:30～11:30

9:30～11:30

13:30～15:30

9:30～11:30

9:30～11:30

9:30～11:30

13:30～15:30

13:30～15:30

9:30～11:30

第１（月）

第２（木）

第４（木）

13:30～15:30

13:30～15:30

9:30～11:30

第２・第４（月）

第２・第４（火）

第２・第４（火）

第２・第４（水）

10:00～12:00

13:30～15:30

9:30～13:30

10:00～12:00

9:30～11:30

9:30～11:30

10:00～12:00

13:30～15:30

9:30～11:30

9:30～11:30

10:00～11:30

13:00～15:00

9:30～11:30

9:30～13:30

9:30～11:30

9:30～11:30

9:30～11:30

13:30～15:30

第２・第４（火）

第２・第４（木）

第２（水）

5/19～7/21（木）

第１・第３（火）

第２・第４（火）

第１第３(木）

第１・第３(木）

第２・第４(金）

第３（金）

第４（金）

第２（火）

第１・第３（木）

第１（金）

第２（木）

第３（木）

第２・第４（金）

第２（水）

18

25蒲生公民館

姶良公民館

姶良公民館

重富地区公民館

姶良公民館

松原地区公民館

帖佐地区公民館

25

20

15

25

15

20

15

15

25

20

15

15

20

20

15

25

25

30

25

15

18

25

30

30

20

20

20

25

15

30

25

社 交 ダ ン ス

楽 し い 太 極 拳

パ ソ コ ン 入 門 Ⅰ

パ ソ コ ン 入 門 Ⅱ 加音ホール

ヨ ー ガ

ア ロ マ テ ラ ピ ー

折 り 紙

男 性 料 理

パ ッ チ ワ ー ク

絵 画 教 室

陶 芸

書 道

絵 手 紙

加音ホール

陶夢ランド

陶夢ランド

加音ホール

加音ホール

加音ホール

20

10

第２・第４（金） 9:30～11:30

10

10

10

加音ホール

加音ホール

加音ホール

陶夢ランド

加音ホール10

20

10

10

10

20

姶良公民館

20 姶良公民館

10

20 姶良公民館

11　平成23年度公民館講座開設状況
●加治木公民館講座

●蒲生公民館講座

20

10

10

10

20

10
年
　
間
　
講
　
座

1

2

3

4 加治木福祉センター

9

5 加治木福祉センター

6 加治木福祉センター

10

11

12

7

8 フ ラ ワ ー ア レ ン ジ メ ン ト

10 加治木福祉センター

園 芸

親 子 体 操

第１（金）

第２（水）

年間 48 新 市 史 跡 探 訪

13 加治木福祉センター

14

15

16

17

初 め て の パ ン づ く り

47 暮 ら し の 法 律 10 姶良公民館

46 手 品

45 囲 碁 20 山田地区公民館

20

44 竹 細 工 20 15山田地区公民館

43 押 し 花 20 脇元地区公民館第２・第４（金）

第１・第３(火）

第２・第４(木）

9:30～11:30

9:30～11:30

13:30～15:30

42 気 功 太 極 拳 20 25脇元地区公民館

41 民 踊 （ 吾 ） 20 15重富地区公民館第１・第３(木）

第１・第３(月）

9:30～11:30

9:30～11:30

40 ト ー ル ペ イ ン ト 20 15

39 フ ラ ダ ン ス 20 20第２・第４（火）

第２・第４（月）

10:00～12:00

9:30～11:30

20

33 尺 八 20 姶良公民館

34 書 道 Ｂ

38 陶 芸 別途計画 姶良公民館 20

37 写 真 20 姶良公民館

第１・第３(火）

第１・第３(月）

第１・第３(火） 20 姶良公民館

姶良公民館

31

36 健 康 お 手 玉

生 花 （ 池 ）

第１・第３(金）

第２・第４（土）

9:30～11:30

9:30～11:30

20

第２・第４（金）

第１・第３(水）

30

28 書 道 Ａ 20 姶良公民館 20

初
級
・
中
級
合
同
講
座

27 民 踊 （ 吾 ） 20

29 油 絵 20 姶良公民館

30 編 物 20 姶良公民館

32 絵 手 紙 20 姶良公民館

35 フ ラ ワ ー ア レ ン ジ メ ン ト

中
級
講
座

22 俳 句 20

24 茶 道 （ 裏 ） 20 姶良公民館

26 水 墨 画 20

第２・第４(土）

第２・第４（水）

第１・第３(火）

第１・第３（火）

9:30～11:30

9:30～11:30

9:30～11:30

13:30～15:30

25 英 会 話 20 姶良公民館

15

23 手 話 20 姶良公民館 20

30

19 韓 国 語 20 姶良公民館 20

20

初
級
講
座

18 英 会 話 20

20 筝 曲 （ 琴 ） 20 姶良公民館

21 水 墨 画 + 書 道 20 姶良公民館
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撰

騂
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ブラクツーポス良姶日曜金週毎スイテラピ

ブラクツーポス良姶日曜金・水週毎ントンミドバ

ブラクツーポス良姶日曜水週毎スンダラフ

ブラクツーポス良姶日曜木・水週毎ガーヨ

ブラクツーポス良姶日曜金週毎グンニーレト・アコ

ブラクツーポス良姶日曜水週毎スクビロアエ

ブラクツーポス良姶日曜金週毎ルクーサスニテ

ブラクツーポス良姶日曜木週毎）人成（ルサトッフ

ブラクツーポス良姶日曜木週毎ルーボーレバトフソ制人６

ブラクツーポス良姶日曜水週毎操体新RJ

ブラクツーポス良姶日曜土週毎スンダトーリトスRJ

ブラクツーポス良姶日曜日・土週毎技競上陸RJ

ブラクツーポス良姶日曜木週毎ルサトッフズッキ

ブラクツーポス良姶日曜水週毎ンリポンラト

ブラクツーポス良姶日曜金週毎操体らいあ

ブラクツーポス良姶日曜土週毎スクビドッキ

ブラクツーポス良姶日曜土・水週毎ルーボドンハ

ブラクツーポス良姶日曜土週毎グンイデーリアチ

ブラクツーポス良姶日曜金・水週毎フルゴドンウラグ

ブラクツーポス良姶日曜水週隔操体プッア気元

ブラクツーポス良姶日曜金クンタペ

ブラクツーポス良姶日曜土週毎スニテドンウバ

ブラクツーポス良姶日曜金週毎ルーボーレバトフソ制人4

ブラクツーポス良姶日曜日・火週毎球卓

ブラクツーポス良姶日曜日週毎球卓ルーボジーラ

ブラクツーポス良姶日曜火週毎ントンミドバＲＪ

ブラクツーポス良姶日曜日～火ルーボトッケスバＲＪ

ブラクツーポス良姶日曜木週毎操体くらくら年高中

ブラクツーポス良姶日曜土・水週隔拳極太術武

ブラクツーポス良姶日曜木週毎クスイデグンイラフ

ブラクツーポス良姶日曜土・水・月週毎フルゴドーバトッゲータ

ブラクツーポス良姶日曜木・水・月週毎操体気元良姶きいきい

ブラクツーポス良姶日曜金・木週毎矢吹ツーポス

ブラクツーポス良姶日曜水週隔操体いあれふ子親

ブラクツーポス良姶日曜金・木・月ーカッサＲＪ

ブラクツーポス良姶日曜土週隔スンダクーオフ
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加治木体育館 昭和３９年 ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ２面、ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ４面、

加治木運動場 昭和４９年 200ｍﾄﾗｯｸ、野球場1面、ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ場１面、ﾅｲﾀｰ照明施設

姶良体育センター 昭和５３年 ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ２面、ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ４面、

蒲生体育館 平成１７年
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ４面、ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ１６面、ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ３面、ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ１
面、200ｍﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｰｽ、観客席602席、事務室、会議室、ｼｬﾜｰ・
更衣室

大楠運動公園球技場 平成１４年 ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ場、両翼68ｍ､ﾅｲﾀｰ照明施設、

大楠運動公園多目的屋内運動場 平成２１年 剣道場１面、ｼｬﾜｰ・更衣室

加治木弓道場 昭和６２年 ５人立、射場、的場、矢取道

姶良弓道場 昭和５３年 ５人立、射場、的場、矢取道

蒲生弓道場 昭和４９年 ６人立、射場、的場、矢取道

体育館 平成１７年
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ４面、ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ16面、ﾊﾞｽｹｯﾄ３面、ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｰｽ200ｍ
事務室、役員室、放送室、託児室、ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｼﾞﾑ室、多目的
室、研修室、ｼｬﾜｰ更衣室、ﾗｳﾝｼﾞ、観覧席

年８成平場球野
両翼95ｍ、センター120ｍ、電光掲示板、観覧席4,250人、本部
室、審判室、放送室、記者室、会議室、事務室、医務室、更衣
室、身障者観覧室

陸上競技場 平成４年 400ｍｸﾚｰﾄﾗｯｸ、観客席4,053人

多目的広場 平成６年 ｻｯｶｰ場１面

テニスコート 平成２年 砂入人工芝８面（うち６面はﾅｲﾀｰ照明施設付）

ちびっこ広場 平成６年 大型ｺﾝﾋﾞﾈｰｼｮﾝ遊具施設

加治木龍門陶芸・健康の里
　・陶芸館
　・多目的屋内競技場
　・多目的広場
　・遊水施設

平成１４年
事務室、陶芸室、研修室、調理室、多目的ホール、ﾃﾆｽｺｰﾄ１
面、ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙｺｰﾄ２面、弓道（遠・近的）、全面芝
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加治木体育館 昭和３９年 ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ２面、ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ４面、

加治木運動場 昭和４９年 200ｍﾄﾗｯｸ、野球場1面、ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ場１面、ﾅｲﾀｰ照明施設

姶良体育センター 昭和５３年 ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ２面、ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ４面、

蒲生体育館 平成１７年
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ４面、ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ１６面、ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ３面、ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ１
面、200ｍﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｰｽ、観客席602席、事務室、会議室、ｼｬﾜｰ・
更衣室

大楠運動公園球技場 平成１４年 ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ場、両翼68ｍ､ﾅｲﾀｰ照明施設、

大楠運動公園多目的屋内運動場 平成２１年 剣道場１面、ｼｬﾜｰ・更衣室

加治木弓道場 昭和６２年 ５人立、射場、的場、矢取道

姶良弓道場 昭和５３年 ５人立、射場、的場、矢取道

蒲生弓道場 昭和４９年 ６人立、射場、的場、矢取道

体育館 平成１７年
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ４面、ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ16面、ﾊﾞｽｹｯﾄ３面、ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｰｽ200ｍ
事務室、役員室、放送室、託児室、ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｼﾞﾑ室、多目的
室、研修室、ｼｬﾜｰ更衣室、ﾗｳﾝｼﾞ、観覧席

年８成平場球野
両翼95ｍ、センター120ｍ、電光掲示板、観覧席4,250人、本部
室、審判室、放送室、記者室、会議室、事務室、医務室、更衣
室、身障者観覧室

陸上競技場 平成４年 400ｍｸﾚｰﾄﾗｯｸ、観客席4,053人

多目的広場 平成６年 ｻｯｶｰ場１面

テニスコート 平成２年 砂入人工芝８面（うち６面はﾅｲﾀｰ照明施設付）

ちびっこ広場 平成６年 大型ｺﾝﾋﾞﾈｰｼｮﾝ遊具施設

加治木龍門陶芸・健康の里
　・陶芸館
　・多目的屋内競技場
　・多目的広場
　・遊水施設

平成１４年
事務室、陶芸室、研修室、調理室、多目的ホール、ﾃﾆｽｺｰﾄ１
面、ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙｺｰﾄ２面、弓道（遠・近的）、全面芝
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